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字音語サ変動詞の他動詞形
紙谷榮治
第 1章はじめに
現代の日本語には，字音語からなるサ変動詞（以下「字音語サ変動詞」とい
う）が多数用いられている。そのようなサ変動詞も，基本的には，和語の動詞
の場合と同じく， 自動詞か他動詞として働くことになる。本来，それらの動詞
は，和語の場合とは異なって， 自動詞と他動詞による形態的な違いがないこと
もあって， 自動詞と他動詞として共用されることが多かった。しかし，現在で
は，旧来の他動詞（たとえば「反射する」。これをスル形とする）のほかに，
セル形（たとえば「反射させる」。サ変動詞の場合には，語幹に「させる」を
とったもの）が他動詞として用いられるようになっていて，両者が併存する形
になっている。その結果，旧来の他動詞のうちには，セル形が優勢になること
によってそれにとって代わられたものもある。さらに，本来もっぱら自動詞
として使われてきた動詞が，セル形をとることによって他動詞に相当するもの
となり，それによって， 自他の対応が表されることも多くなっている。このよ
うに，字音語サ変動詞のセル形は旧来の他動詞に代わったり，新たに他動詞
として機能するなど，現代語ではますます増加する傾向にあるといえる。現在，
自他同形の字音語サ変動詞のうちで，旧来の他動詞以外にセル形をまったくと
らないものや，本来自動詞として用いられてきたもののうちで，セル形をとる
ことによって他動詞になるという傾向をもたないものは，むしろ少ないのでは
ないかと思われる。
しかし，字音語サ変動詞が自動詞や他動詞として機能するとき， どのような
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形をとるかは，微妙な点が多い。以下にあげる現在の用例は，現行の百科事典
に求めることにした。もともと語形は時代によってことなってきたし，それ
ぞれの時代においてもゆれが見られる。百科事典には，そのようなゆれのほか
にも，内容が専門的な分野にわたっていて，通常とは異なる用法も見られる。
しかし，それにもかかわらず，本稿の目的にかなう用例を見出すことができた。
このように，本稿では，用例を百科事典にもとめたが，そこには古風な表現
や専門的な表現が見られるため，現在の標準的な語形については現行の国語辞
典である岩波国語辞典（第6版）と広辞苑（第5版）における説明文中の用例
に求めることにした。もともと，広辞苑においては，字音語サ変動詞の見出し
語には自他の別は示されていないので，岩波国語辞典の見出し語につけられた
自他の別を参照した。しかし，それでは，実際に，他動詞として，本来の他動
詞とセル形のいずれをとるかは分からないので，その説明文中に，他動詞とし
ていずれの形が用いられているかを見ることによって，現在の標準的な語形を
求めることにした。しかし，実際には，それぞれの辞典において，語形にゆれ
があるものがかなり見られた。
さらに，それらの語の自動詞他動詞の用法について，可能な限りで，太陽コ
ーパスとの比較を行った。
第2章用例の出典と標準的な自他の語形
本稿では，現代語における字音語サ変動詞の用例を，現行の百科事典に求め
ることにした。
百科事典は広範な項目を取り上げており，それに対する説明も詳しく，総字
数は，世界大百科事典・日本大百科全書ともに約9000万字であるという。一方，
広辞苑の本文は，筆者の計算では， 1300万字程度ではないかと推測される。岩
波国語辞典は，字数を計算することができず，不明である。百科事典には大部
な国語辞典の数倍にのぼる文字数があるため，かなりの量の用例を求めること
ができた。広辞苑の分贔でも，本稿のような目的のためには，十分な用例を見
出すことは困難であった。
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一方，内容については次のような特徴が見られる。百科事典は内容が広範囲
にわたっているため，その説明文中には多くの語が見出される。これが最大の
利点である。その反面，その記述には文章語の性格が強い語がしばしば見られ
るなど，現在における使用の実態を必ずしも反映していないことが考えられる。
そのため，個々の字音語サ変動詞が自動詞と他動詞として， どのような形を
とるかに関しては現行の国語辞典である岩波国語辞典と広辞苑に求めることに
した。国語辞典がこのような目的のために適する点は，広範囲にわたる語が満
遍なく用いられているという点であるが，逆に国語辞典では見出し語を平易
な語によって説明するのが普通であるために，その説明文中には語義の説明を
必要とするような語は見られないという，本稿の目的にとっては欠点がある。
なお，広辞苑は国語辞典としては大部なものであるが，国語辞典としての性
格のほかに，地名・人名をはじめとして，広範囲な項目かとりあげられており，
百科事典的な性格をも合わせもっている。
このように，岩波国語辞典や広辞苑などの国語辞典によって，現代語におけ
る標準的な形を求めたが，それには現れない語があるので， さらに CD-ROM
版『現代用語の基礎知識』 (1991-2000年）によって，同じ方法で調査した。し
かし，一つの動詞が現れても，それが名詞として用いられることもあり，動詞
としても，自動詞や他動詞に分かれるために，用法が分散されてしまうという
ことになる。そのため，それらの動詞が現在どのように使われているかという
実態については，広範囲にわたる確かなデータをもつことはできず，判断に迷
うことが多かった。そこで， これらの国語辞典や年鑑に見られる用法と，現実
の用法を比べるために， Webサイトにおける使用例とを比べることにした。
Webサイトにおける使用例のなかには，現在では誤用というべきものも多く
見られたがそのことはある意味では，字音語サ変動詞の自他の別が非常に不
安定であることを示している。
なお，用例をあげるにあたっては次のものは避けた。その一つは，つぎのよ
うに語幹だけで表され，「する」の部分が示されないものである。
(1) 第 2 次大戦後， 46年 2 月社名を現社名に変更， 50年に原料•製品の
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統制撤廃後は，急速に生産水準を回復， 52年には戦前水準に戻った。【世
界・味の素】
この場合は，「回復する」「回復させる」のいずれであるかが分からない。特に，
文末に使役形が用いられているときには，連用中止の場合において，本来使役
形をとるべきところでも，使役形で表さないことがある。そのため，動詞が語
スル形 用例数 セル形 用例数
を安定し 41,700 を安定させ 56,700 
を一致し 3,070 を一致させ 17,900 
を一定し 2,130 を一定させ 623 
を一変し 4,210 を一変させ 18,200 
を移転し 31,300 を移転させ 6,740 
を液化し 1,390 を液化させ 740 
を温存し 20,000 を温存させ 2,040 
を回転し 17,900 を回転させ 76,200 
を回復し 68,100 を回復させ 38,700 
を拡張し 85,000 を拡張させ 6,850 
を完成し 25,900 を完成させ 192,000 
を急増し 585 を急増させ 3,230 
を継続し 214,000 を継続させ 16.700 
を傾倒し 882 を傾倒させ 599 
を再燃し 590 を再燃させ 2.600 
を持続し 30,200 を持続させ 24,200 
を集積し 19,700 を集積させ 2,740 
を集中し 71,000 を集中させ 41,500 
を伸縮し 1,170 を伸縮させ 2,160 
を進歩し 5,920 を進歩させ 3,020 
を増加し 19,000 を増加させ 91,200 
を達成し 188,000 を達成させ 6,290 
を停滞し 759 を停滞させ 4,700 
googleによる集計
＊この集計はgoogleの検索機能によって2007年12月6日17:00-20:00の間に行ったものである。
＊用例は50音順に配列した。
＊用例数には、 googleの集計にある「約Jの語を省略した。
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幹部分だけのときには，用例としては取り扱わなかった。また，次のように，
語幹が並列されているときも同様に扱った。
(2) 人・物・金・時間などの使用法を最善にし，企業を維持• 発展させ
ていくこと。【岩・マネージメント】
この場合には，「維持し，発展させる」とすることもできるので，「維持させる」
「発展させる」のいずれの用例としても取り扱わなかった。
用例は，原則として一文の形であげることにした。百科事典の場合，文が長
いこともしばしばあるが，敢えて省略することは避けた。ただ，太陽コーパス
では，当時の文体に特徴的な極端に長い文が見られるので，それらは一部を省
略せざるをえなかった。また，該当する文が直前の文をうけている場合には，
その文も含めてあげることにした。
本稿では， CD-ROM版， DVD版の現行の国語辞典（岩波国語辞典第6版・
広辞苑第 5 版•国語大辞典），百科事典（世界大百科事典第 2 版・日本大百科
全書），年鑑（現代用語の基礎知識1991-2000年）から例をとったが，引用した
文献は，それぞれ，【岩．］【広．】【国・】【世界．】【日本．】【現・】のよう
に省略して示した。
太陽コーパスは，総文字数が1400万字以上に及ぶものである。本稿で取り上
げた語が，ほぼ1世紀以前に， 自動詞や他動詞としてどのように用いられてい
るかについて見るために用いたが現在の使用状態と異なっていて，現在では
さかんに用いられていても，当時は見られない語や，当時と現在では自動詞と
他動詞の使用の状態が異なっている語もかなり見られた。しかし，その後の現
在に到る過程については本稿のような目的に適した電子化された大量の資料
をえることが難しく，その考察はすべて今後に残すことになった。
第3章 字音語サ変動詞の自他の対応の分類
本稿では，字音語サ変動詞の自他の対応について，つぎのように， (I)-(ill)
の3類に分け，それに属する動詞をそれぞれいくつか選び，その特徴について
論じることにする。
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(I)字音語からなるサ変動詞であって， 自動詞•他動詞として共通に用いる
語。この場合の動詞は，自他同形であるが，そのセル形を他動詞として併用し
ないものである。
(il)字音語サ変動詞のうち，本来は自動詞としてのみ用いられるが，他動詞
としてそのセル形をとるようになった語。
以上の (I) (皿）の中間としてはつぎのようなものがある。
(II)字音語からなるサ変動詞であって， 自他同形で用いられるが，そのほか
に，他動詞としてそのセル形をとることもある語。
次に，以上の 3分類にしたがって，それぞれの類に属する動詞の特徴をみる
ことにする。
(I) 字音語からなるサ変動詞を自動詞• 他動詞として共通に用い，それ以外
に他動詞としてセル形をとらない動詞。
これらの動詞は，他動詞としては， (II) (JI)がセル形をとるのに対して，
セル形をとることがない。セル形をとる場合には，それは使役の意味を表すこ
とになる。たとえば，「傾倒する」は自他同形の動詞であるが， 自動詞として
は次のように用いられる。
(1) 定昭は常に法華一乗に傾倒し，往生極楽を欣求していたといい，
乗院の名もこれに由来する。【世界・一乗院】
また，他動詞としては次のように用いられる。
(2) 戦後は，連合国の天皇制への強い非難と天皇の戦争責任追及の声が
起こるなかで，‘‘戦争責任を認めるような形で退位すると天皇制その
ものが危うくなる”という〈国体護持〉の観点から退位を拒み，天皇
制維持に全力を傾倒した。【世界• 昭和天皇］
しかし， この語は他動詞として， さらにセル形「傾倒させる」をとることはな
い。次の (II) (皿）が他動詞としてセル形をとる語が多いのに対して，この
類ではないのが特徴である。
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(II)字音語からなるサ変動詞で， 自動詞と他動詞としても用いられるととも
に，他動詞としては，そのセル形をとることもある語。
これらの動詞は，本来自他同形であったものが，他動詞としてはしだいにセ
ル形をとることが増え，現在ではそれがもとの他動詞と併存するようになっ
たものである。そのため，動詞によって，本来の他動詞が優勢になることも，
セル形が優勢になることもある。セル形が優勢になって，本来の他動詞が衰退
するばあいもある。これらについて，以下に例をあげて説明することにする。
次の (3) (4)は，「空気」「天然ガス」を目的語とする動作に対して，「液
化する」「液化させる」が用いられたものである。
(3) 空気を冷却圧縮して進じ上たもの。【広・液体空気l
(4) 天然ガスを低温で加圧して液化させたもの。［岩 ・LNG】
この場合には両者の間に意味の違いを生じることはなく，「液化する」は「液
化させる」によって表すことが可能であり，現在では，むしろ「液化する」よ
りも「液化させる」が優勢になっているのではないかと思われる。
次の (5) (6) は「体質」を目的語とする動作に対して，「温存する」「温
存させる」が用いられたものである。
(5) この革命は議会制定法の支配を基本とする立憲君主制を樹立して，
今日のイギリスの政治体制の基礎を固めた点に意義があったが，主権
の座を獲得した議会の民主的な改革は行われず，貴族制的な体質を温
存することになった。【世界・イギリス】
(6) たしかにこの革命が結局は君主政と国教会を廃止することなく，貴
族政的な体質を温存させることになったのは認めねばならない。【世
界・ピューリタン革命】
この二つの項目は，同じ執筆者のものであるが， この場合にも，両者に意味の
違いを生じることはなく，「温存する」は「温存させる」によって表すことが
可能であり，現在では，むしろ「温存する」にくらべて「温存させる」が優勢
になっているのではないかと思われる。
次の (7)-(9)は， さまざまな「関係」を目的語とする動作に対して，「持
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続する」「持続させる」が用いられたものである。
(7) そしてこの結合の客観的・主観的な事実があってこそ，その依存関
係を持続していること， またそのためになすべき思考や行動が，結合
しあう成員個々にとって一種の義務や責任として自覚され， ときには
内面での拘束や外側からの強制力として作用することにもなりうる。
【世界・ 社会的連帯】
(8) しかしながらその一方では，政治的独立後も旧本国との経済的従属
関係を持続している〈新植民地〉も多数存在している。【世界・ 植民地】
(9) その間，北のゲルマン，東のスキタイの諸族と接触するが， とくに
南のギリシア・ローマとは接触，交流，抗争の関係を持続させた。【世
界・ ケルト美術】
この場合にも，両者は意味の違いを生じることはなく，「持続する」は「持続
させる」によって表すことが可能であり，現在ではむしろ「持続する」にく
らべて「持続させる」が優勢になっているのではないかと思われる。
次の (10) (11) は，「円筒」を目的語とする動作に対して，「回転する」「回
転させる」が用いられたものである。
(10) また，最近は，回転式の水平網状の円筒内に結晶のたねを入れ，ジ
ャケット付きのクリスタライザーを用い， 50℃前後に保温しながら，
円筒を回転し，結晶の成長速度をはやめて短時間で結晶を成長させる
ものができた。［世界• 氷砂糖】
(11) 金属のピンを植えた円筒を回転させ， これで音階音を発するくし状
金属片をはじいて音楽を奏でる。【世界・オルゴール】
この場合にも，両者は意味の違いを生じることはなく，「回転する」は「回転
させる」によって表すことが可能であり，現在では「回転する」にくらべて「回
転させる」が優勢になっているのではないかと思われる。
次の (12)-(15) は，人体やその部位を目的語とする動作に対して，「伸縮
する」「伸縮させる」の両形が用いられたものである。
(12) 環状筋は表皮のすぐ内側にあって，体を太くしたり，細くするのに
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役だち，縦走筋は前後に走っていて体を伸縮するのに役だっている。
【世界・環形動物】
(13) さらに胸郭は横隔膜の働きと共同して，みずからはふくらむことの
できない肺を伸縮させ，肺の中に空気を出し入れさせる（これを換気
運動という）役割をもっている。【世界・肺】
(14) この場合，ぶらんこに乗っている人が振動に合わせて足を伸縮させ
て重心を上下に移動させる動作が，単純化すれば振子の長さを周期的
に変化させていることに相当し，重心を上下させるために人間は仕事
をしなければならず，結局それが振子に与えられて振幅が大きくなっ
ていく。【世界・振動】
(15) 尾端から分泌された粘液に，腹部を伸縮させると，ふいごから空気
が送られて泡がでぎる。【世界・アワフキムシ】
この場合にも，両者は意味の違いを生じることはなく，「伸縮する」は「伸縮
させる」によって表すことが可能であり，現在では「伸縮する」にくらべて「伸
縮させる」が優勢になっているのではないかと思われる。
次の (16)-(18)は，「生産量」を目的語とする動作に対して，「増加する」「増
加させる」の両形が用いられたものである。
(16) これに代わり急激に生産量を増加してきた花舟は，主として沖縄島
各地で盛んに行われるようになってきた。【世界・沖縄県】
(17) このような規模（最小最適規模）以下では規模の経済が存在し，生
産量を増加させることにより平均費用が逓減する。【世界・規模の経
済】
(18) 表のなかでは収穫面積を大きく減らしながらも，もっぱら単位面
積当り収量増で生産量を増加させたのは日本だけであることが注目さ
れる。【世界• 米】
この場合にも，両者は意味の違いを生じることはなく，「増加する」は「増加
させる」によって表すことが可能であり，現在では「増加する」にくらべて「増
加させる」が優勢になっているのではないかと思われる。
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次の (19) (20) は，「都市機能」を目的語とする動作に対して，「集中する」
「集中させる」の両形が用いられたものである。
(19) 帯広市は十勝平野一円の農産物集散地，商業中心地として，また支
庁所在地として発展し，典型的な地方中核都市として十勝地方におけ
る都市機能を集中している。【世界• 北海道】
(20) 1597年，サファビー朝のシャー• アッバースは首都をカズビーンか
らイスファハーンに移し， まったく新しく町づくりを行った。〈古い
広場〉の南酉に町の核になる512mx 160mの矩形の〈王の広場（メ
イダーネ・シャー）〉を建設し， ここに政治，経済，宗教などおもな都
市機能を集中させた。【世界・イスファハーン】
この 2例の主格は「帯広市」「シャー・アッバース」，その述語は「集中している」
「集中させた」であるが，「集中する」「集中させる」には差異が認められない。
「集中する」は「集中させる」とすることも可能であり，現在では「集中する」
にくらべて「集中させる」が優勢になっているのではないかと思われる。
次の (21) (22)は，「目的」を目的語とする動作に対して，「移転する」「移
転させる」の両形が用いられたものである。
(21) 工業団地では山形市内の工場を移転した立谷川工業団地のほか，山
形空港に近い東根市の大森拠点工業団地などに IC関連工場の進出が
相次いでいる。【世界• 山形県】
(22) 高等教育機関では，マラヤ大学と工科大学を市内に残し，国民大学，
農科大学を郊外へ移転させた。【世界・クアラ・ルンプル】
この例においても，「移転する」「移転させる」には意味の違いは見出すことが
できない。
次の (23)-(26)は，各種の「工事」を目的語とする動作に対して，「完成
する」「完成させる」の両形が用いられたものである。
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(23) 1681年（天和 1)備中吉岡銅山の稼行を請け負い，大水抜工事を完
成して銅山の再生に成功し， この経験を生かして91年（元禄4)別子
銅山の稼行権を獲得した。【世界• 住友家】
字音語サ変動詞の自動詞形と他動詞形（紙谷）
(24) 07年塩寵神社，大崎八幡神社，国分寺薬師堂， 09年には松島瑞巌寺
を造営し，また26年（寛永 3)北上，迫（はざま），江合（えあい）
の3川の合流と北上川の石巻流出の工事を完成させて，仙台藩の米作
と江戸廻米の基礎をすえた。【世界• 伊達政宗】
(25) 室津と魚住泊の中間にある福泊は律僧行円房顕尊が修造をはじめ，
これを支援した北条氏被官の安東蓮聖は1302年（乾元 1)数百貫の銭
貨を投入して築堤工事を完成した。【世界• 播磨国】
(26) ワシントンは1867年にイギリスに渡り，高圧ケーソンを用いた基礎
工法の研究をしており，父の死後，ブルックリン橋建設事業の主任技
師となり，みずからケーソン病に冒されながらも自宅から望遠鏡でエ
事の監督を続け， 83年に14年間に及ぶ架設工事を完成させた。【世界・
レーブリング】
これらの例においても，「完成する」「完成させる」には意味の違いは見出すこ
とができない。
次の (27)-(29)は，「目的」を目的語とする動作に対して，「達成する」「達
成させる」の両形が用いられたものである。
(27) 自己の目的を達成するために積極的に家族を放棄するもの。【世界・
家出】
(28) 国家がある一定の政策目的を達成するために貿易取引を統制•管理
すること，ないしはそうした貿易の形態をいう。【但界・管理貿易】
(29) 神祭に特定の任務をもつ者を神役といい，村の政治を担う者を村役
というのがそれで，彼らは集団の秩序を維持してその目的を達成させ
蚤ための重要な役割をもっているから，身を慎む緊張した生活を送ら
ねばならなかった。【世界・厄l
この場合にも，両者は意味の違いを生じることはないが，「達成させる」にく
らべて，「逹成する」のはうが優勢ではないかと思われる。まだ，この語の場
合には他動詞としてセル形をとることが一般になる以前の段階にあるのでは
ないかと思われる。
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以上の諸例を見ると，本来自他同形である動詞には，他動詞として用いられ
る場合に，本来の他動詞のほかにセル形をとる傾阿が見られる。現在，自他同
形の動詞の多くが，セル形をとることによって，他動詞に相当するものとして
用いられている。
以上のセル形は，使役の意味を表すものではなく，他動詞に相当するものと
して，本来の他動詞と同様に用いられたものである。それに対して，つぎのよ
うな場合には， 自他同形の他動詞と，そのセル形には，意味上の違いが見られ
る。セル形は，本来は使役を表すが，動作主の使役としての動作作用が明確で
ない場合には，動作作用を主体の意志を離れたものとし，その実現を放任する
意を表すことがあるからである。
次の (30) (31) は，「集積する」「集積させる」の両形が用いられたもので
ある。
(30) 植物体内とくに葉の細胞の液胞に害を受けない形で塩類を集積し，
葉の浸透圧を大きくすることによって根からの吸水能力を高める。【世
界• 塩生植物】
(31) 現在，多くの海岸砂丘では，砂丘帯の最前線に堆砂垣を設け， ここ
に砂を集積させて人工砂丘（前砂丘）を形成し，その背後にマツなど
を植栽して砂丘の安定化をはかっている。【世界• 海岸砂丘】
(30)の「集積する」はある目的のために意図的に行う動作を表すのに対して，
(31) の「集積させる」は，動作作用を，動作主の意志によるものではなく，
その実現を放任する意を表すものと見ることができる。ここでは，自然に「集
積する」に任せることを表す。このように両者の違いがあるために， (31)の「集
積させ」を「集積し」に置き換えることはできない。なお， (30)の「集積し」
の場合も，動作主の意図的な動作作用と見るのではなく， 自然にそれが行われ
ると見るなら，［集積させ」に置き換えることも可能である。次の「集積する」
の例も意図的に行う動作であることを表したものである。
12 
(32) 一方，台頭してきた小農民層は団結して年貢減免闘争（荘家の一揆）
を起こし，一部の有力農民は商業活動にも手をひろげ，高利貸活動で
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土地を集積し，地主化する者もあらわれるようになった。【世界• 和
泉国】
(33) 市島，白勢等の巨大地主は数百町歩の田畑を集積し，多くの小作米
を売買し，多額の御用金を領主に提供して武士の待遇を受け，新田開
発に資金を投じた。【世界・越後国】
それに対して，次の「集積させる」の例は，動作主の意図しなかったり，望ま
ない動作作用について，その実現を放任する意を表すものであって，「集積する」
に置き換えられない。
(34) 1637年に諸規定をより精細にした改正条令が出され，言論統制に実
効をあげるが，印測・出版業の発展にとってこの条令は足かせとなり，
それによる異端，反対意見の厳しい抑圧は，圧制のシンボルとして不
満怒りを集積させた。【世界• 星室裁判所印刷条令】
次の (35)-(37) は，いずれも「抵抗」を目的語とする動作に対して，「継
続する」「継続させる」の両形が用いられたものである。
(35) インディアン側は， 1866年の W.J. フェッターマン大尉以下81名の
せん滅や， 76年のカスター連隊のせん滅などの戦果をあげたが，軍事
カの格段の違いや，生活資源であるバイソンの絶滅などにより抵抗を
継続することができず，保留地に封じこめられた。【憔界・アメリカ・
インデイアン】
(36) 人民軍の兵力は陸海空合わせて約24万で，これに加え戦時には200
万の動員力を有する地域防衛隊が人民軍と連携して戦い，占領された
後も武力抵抗を継続することとなっていた。【世界・ユーゴスラビア】
(37) しかし九州探題に任命されて下向してきた今川了俊によって72年
（文中 1I応安5)大宰府を追われ，筑後国高良山（現，久留米市）
に退いたが武光の戦死で衰退の一途をたどり，筑後国八女郡黒木，
星野（現，福岡県八女郡黒木町，星野村）の山間部に拠点を移し，抵
抗を継続することになった。【世界・征西将軍】
この (38)-(41) は，いずれも「抵抗」を目的語にする「継続する」という動
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作であるが，自らの意志で「抵抗」を行う動作主の側からすればここはセル
形ではなく，スル形で表すべきところである。それに対して，次の「燃焼」「ガ
ス化の進行」「発生」のような動作主の意のままにならない日的語に対しては，
「継続させる」の形をとることによって，動作主の意志にかかわらないことを
表している。
(38) 燃焼を継続させるためにはこれより少し高い温度に保つ必要があ
り， この温度を燃焼点firepointと呼ぶ。【世界・引火点】
(39) それと同時に，充てん層内の粉コークスに点火し，下方への吸引空
気によって充てん層の上方から下部まで連続的に粉コークスの燃焼を
継続させる。【世界• 鉄鉱石】
(40) しかし，炭層内でのガス化の進行を安定して長く継続させることが
むずかしく，得られるガスが天然ガスの 1/10程度の低カロリーであ
ることと，一方では石油や天然ガスが安く豊富に供給されるようにな
ったことから，地下ガス化に対する関心はいったん下火になった。【世
界• 石炭地下ガス化】
(41) 例外的に，マウス受精卵において，前核の融合が起こる以前に，雌
性前核と雄性前核の一方を実験的に除去し，残った前核の染色体を 2
倍化した後発生を継続させて成体に至らしめた報告がある。【世界・
単為生殖】
これらの例では，「継続させる」の形をとることによって，その動作作用が動
作主の意志にかかわらないことを表している。
次の (42)-(46) は，いずれも「健康」を目的語とする動作に対して，「回
復する」「回復させる」の両形が用いられたものである。
14 
(42) さらに，一定の価値観に基づいて行為を選択しても，たとえば健康
を回復するために選択した手術で命を落とす場合もあるように選択
の結果が不確実なこともある。【世界・意思決定】
(43) 医療の技術は高度化されてきているが，要は病者の健康を回復する
うえでのサービスであるから，行政的，財政的な対応も含めた国民の
字音語サ変動詞の自動詞形と他動詞形（紙谷）
ための広範囲な医療対策が求められることになる。【世界・医療統計】
(44) 患者に対する治療の目的が，生命を救助し健康を回復することにあ
るかぎり，すでに死に至った者に対する治療行為は無意味であり，そ
の日的を失う。【世界• 死】
(45) 医学は健康を回復させる援助的行為に関連したものであるが， より
広義に，そして基礎的には，健康あるいは生命を維持するための行為
だといえる。【世界・医学】
(46) 病気はそれらの調和が破れることから起こるので，熱性の病気には
寒性の食物や薬品を与えるというふうにそれぞれ反対の性質のもので
調和を図り，健康を回復させるという理論である。【世界・医療】
このうち，「回復する」「回復させる」の動作主は，医療関係者であることも，
患者であることもある。しかし， (42)-(44)の「回復する」は動作主の意志
的な動作であるのに対して， (45)の「回復させる」は，それが「援助的行為」
であるとされ， (46) は「調和を図」ることによって，健康を再現するという
ものであり，動作主の意志による動作作用ではなく，その実現を放任する意を
表すセル形を用いたものと見ることができる。このように本来自他同形であ
る動詞がセル形をとった場合には，使役を表すセル形が備えている放任の意味
が表されることがある。
（皿）字音語からなるサ変動詞で，本来自動詞としてのみ用いられ，対応する
他動詞をもたなかったものが，他動詞としてセル形をとるようになった語。
たとえば「一致する」は自動詞として用いられるが，つぎの「一致させる」
の例は使役の意味を表すことはなく，「一致する」に対応する他動詞として用
いられたものと見ることができる。
(47) 観測と計算を一致させるために，太陽は太陽系の中心からごくわず
か離れたところに位置させられている。【世界・コペルニクス】
(48) 解決は， 目標と現状を一致させることとされる。【世界・思考】
(49) 従来，法律関係では，親子について，自然の血縁関係に法律上の親
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子関係を一致させるのが近代的親子法と考えられてぎた。【世界• 実
施】
このように，他動詞に相当するものとしてセル形をとっていることは，「一致
する」と「一致させる」が実質的には自他の対応をなしていることを意味する。
岩波国語辞典では，「一致する」を自動詞としており，自他同形であるとは見
ていない。
以上のような例では，これらの語は自動詞として用いられるものであって，
それらを他動詞として使う場合には，セル形をとる必要があることを示してい
る。このようにして，他動詞に相当するものとしてセル形が用いられるのは，
かつてそれらの語が他動詞としてはたらくときに，自動詞のシム形が用いられ
たことを受け継いだものである。
(50) 前述の複合的な矛盾による重層的危機の進行が，政府首脳の志向を
一致せしめ，反政府運動の弾圧強化策とともに，漸進的廃藩論を急進
的廃藩論へと変化させた。【世界・廃藩置県】
以上は， 自動詞に対応する他動詞を，その対応のしかたによって 3種類に分
けたものである。 (I) (II) (il)の類に属する個々の語の詳細は，それぞれ
第 4 章• 第 5 章• 第6章で詳述することにする。
第4章 (I)類の字音語サ変動詞
(I) 類は，字音語からなるサ変動詞であって，自動詞• 他動詞として共通
に用いる語である。これらの動詞は自他同形であるので，他動詞として， さら
にセル形をとることはなく，本来の自他の対応を示すものである。セル形をと
る場合には，使役の意味を表すことになる。
このような動詞は本来多かったと思われるが，現在は限られている。それは，
次章に (II) としてあげた，本来の他動詞の他に，他動詞としてセル形をとる
語が，増加しているからである。ここにあげた (I)類も，今後は (II)類に
移り変わっていくのではないかと思われる。
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《隠滅する》
この語の自動詞• 他動詞の用例は次のとおりである。
(1) 廃藩置県後の1884年尚家の私寺となり，第2次大戦で総門跡，放生
橋，戸門跡，左右脇門跡などを残して隠滅した。【但界・円覚寺】
(2) したがって，有罪の証拠を隠滅する場合だけでなく，無実の者をお
としいれるためにアリバイの証拠を隠滅する場合も本罪になる。【世
界・証拠隠滅罪】
この語は他動詞として， さらにセル形をとることはなく，セル形をとった場合
は使役の意味を表す。
(3) さらに，犯人が他人を教唆して自分の刑事被告事件に関する証拠を
隠減させたとき，本罪の教唆犯になるかどうかという間題がある。【世
界・証拠隠滅罪】
岩波国語辞典は，この語を自他同形としている。
《営業する》
この語の自動詞• 他動詞の用例は次のとおりである。
(4) 赤帽の人数は年々減少し， 1980年 1月当時26駅で86名が営業してお
り，連搬料金は駅や狗物の大小により異なるが， 1個につき50円から
350円まであった。
(5) 17世紀半ば（慶安年間）ころ，静岡で宿屋を営業していた梅屋勘兵
衛の子孫といわれている。【世界• 梅屋勘兵衛】
この語は他動詞としてセル形をとることはなく，セル形をとった場合は使役の
意味を表す。岩波国語辞典は，この語を自他同形としている。
《解散する》
この語の自動詞• 他動詞の用例は次のとおりである。
(6) 組合が解散すると清算が行われる。【世界・組合】
(7) 下院は，ふつう秘密•直接選挙によって選ばれた任期 4 年の議員か
らなるが，大統領は国民議会を解散することができる。【世界・オー
ストリア］
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この語は他動詞としてセル形をとることはなく，セル形をとった場合は使役の
意味を表す。さらに受動形をとる場合には，そのセル形に対してとることにな
る。
(8) 万民共同会の抗議闘争により協会は再建されたが，改革要求は実現
されぬまま12月に軍事弾圧を受けて協会は最終的に解散させられた。
【世界• 独立協会】
岩波国語辞典は， この語を自他同形としている。
《覚悟する》
この語の自動詞• 他動詞の用例は次のとおりである。
(9) 〈初より覚悟して抒情詩の上にのみ十分の発達を遂げしむるに若
（し）かずと信ず〉【世界・抒情詩】
(10) (もうだめだと覚悟する）【岩・観念】
(11) 老齢に達した能や歌舞伎の役者などが，引退を党悟してつとめる最
後の舞台，またはその演技をいう。【世界・一世一代】
《仮定する》
この語は他動詞としてセル形をとることはなく，セル形をとった場合は使役の
意味を表す。岩波国語辞典は，この語を自他同形としている。この語の自動詞・
他動詞の用例は次のとおりである。
(12) 剛体と仮定した地球の極運動の周期。【世界・オイラー周期】
(13) プランの存在とプラン認識とを仮定することにより，はじめて首尾
一貫したやり取りであることが了解される。【世界・談話】
この語は他動詞としてセル形をとることはなく，セル形をとった場合は使役の
意味を表す。
(14) さらには自已破壊を事とする病者の一群や治療に抵抗してどこまで
も病的状態に戻ろうとする患者が存在すること，ならびに第 1次世界
大戦の悲惨な見聞などが，フロイトに〈死の本能〉の存在を仮定させ
ることになったのであろう。［憔界・精神分析】
岩波国語辞典は， この語を自他同形としている。
18 
字音語サ変動詞の自動詞形と他動詞形（紙谷）
《制覇する》
この語の自動詞• 他動詞の用例は次のとおりである。
(15) 勝久没落後その跡職をめぐり，醍1+1家の実久と相州•伊作家の忠良•
貴久父子が争ったが，後者が制覇し，貴久はすすんで大隅の菱刈•蒲
生氏らの制圧に努めた。【世界・大隅】
(16) (新興ハリウッドは1916年から17年にかけて，西部劇と喜劇によっ
て，たちまちのうちにヨーロッパを，そして世界を制覇してしまう）【世
界・イタリア映画】
岩波国語辞典は， この語を自他同形としている。
《納得する》
この語の自動詞• 他動詞の用例は次のとおりである。
(17) 敵はわれわれがその行動をとる能力があることと納得し，【世界・
核戦略】
(18) 日本の庶民の伝統的な生活感覚は，窮乏生活に直面したとき，これ
までの生活のなかで最も悪い生活状態を思い出し，それに比べれば現
在のはうがいくらかよいといって現状を納得することであった。【世
界• 昭和恐慌】
この語は他動詞としてセル形をとることはなく，セル形をとった場合は使役の
意味を表す。
第 5章 (II)類の字音語サ変動詞
これは，字音語からなるサ変動詞で， 自動詞と他動詞としても用いられると
ともに，他動詞としては，そのセル形をとることもある動詞である。これらの
動詞は，本来自他同形であったものが，他動詞としてはしだいにセル形をとる
ことが増え，現在では，それがもとの他動詞と併存していることが多い。この
場合には本来の他動詞が優勢なことも，セル形が優勢なこともある。セル形が
優勢になって，本来の他動詞が，使われなくなることもある。これらは，つぎ
のような語の場合に見られる。
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なお， これについての現在の実態を見るため， googleの検索機能を使って
用例数を調べた。しかし，セル形は，使役態と同じ語形をとるため，両者を分
けることはできない。そのため，セル形をとる他動詞の正確な用例数は分から
ないが，参考のために第2章の末尾 (4ページ）に表示した。
《ー 変する》
「一変する」は，他動詞としては「一変する」「一変させる」の両方が用いら
れている。世界大百科事典の説明文中でも， (1)(3)では「態度」， (2) (4) 
では「イメージ」を目的語とした文にその両形が見られる。
(1) この通商協定がホラズム国側の背信によって破られたとき，平和裏
の安定成長を期待していたモンゴル帝国は態度を一変して，酉域大遠
征を敢行し，以後3代にわたる東西経略をへてようやく一段落する。
【世界・元】
(2) 木から始まって日本製の竹，そして戦後はスチールと変化していっ
たポールは， 1960年代に出現したグラスファイバー・ポールによって
イメージを一変した。【世界・ 陸上競技】
(3) しかし，反穀物法同盟を先頭に自由貿易運動が急激に高まるなかで
45年のアイルランド大飢饉に直面したとき，彼は，社会全体の福利の
実現という見地から，穀物法反対の立場に態度を一変させ， 46年，デ
イズレーリを先頭とする党内右派の猛反対に抗してみずからの手で穀
物法廃止法案を下院に上程し，自由党の支持を得て同法案を成立させ
た。【世界・ピール】
(4) 副葬品は豪華で，玉類，青銅釧，金銅装大刀，銀装鉄鉾，桂甲，飾
弓鉄地金銅馬具，珠文鏡，銅銃甲菟など，東北地方の横穴のイメー
ジを一変させる遺物を多出。【世界・中田横穴】
なお，つぎのようにシム形が見られる。
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(5) 1775年（安永4)《金々先生栄花夢，翌年《高慢斎行脚日記》によ
って当恨風俗をうがち，従来の草双紙の作風を一変せしめた。【世界・
恋川春町】
字音語サ変動詞の自動詞形と他動詞形（紙谷）
岩波国語辞典の説明文中では，他動詞として，「一変する」(1例）「一変させる」
(2例）が用いられている。
(6) 「その意味からテレビの普及は日常生活を一変した」【岩• から】
(7) 例えば常温では液体の水が，セ氏零度以下では氷（すなわち固体）
となり，百度を越えると水蒸気（すなわち気体）となるように，物質
が物理的境界によって状態を一変すること。【岩• 相転移】
(8) 天下の形勢を一変させること。【岩・回天】
広辞苑では他動詞としては，「一変する」 (1例），「一変させる」 (5例）が見
られる。
(9) 時勢を一変すること。【広・ 回天】
(lo) 第一次• 第二次両大戦は， ともに芸術を一変させようとする戦後派
を生んだが，それから見て，戦前の通念に固執する傾向を指していう
語。【広・アバンゲール】
(11) 詩に最も長じ，江戸の詩風を一変させた。【広• 市河寛斎】
(12) 語義の重層性を曖味性としてでなく，豊かな多義性と捉えることで，
詩の味読法を一変させた。【広・エンプソン】
(13) 主に山水・人物・鳥獣• 仏像などを題材にとり，壁画の製作を中心
に筆をふるい，唐代の画風を一変させた。【広• 呉道子】
(14) また， 自分の言動を明らかに一変させること。【広・豹変】
また，現代用語の基礎知識では，他動詞としては，「一変する」 (2例），「一変
させる」 (10例）が見られる。このように見ると，他動詞としては，「一変させ
る」が優勢になる中で，「一変する」も引き続いて使われているといえるだろう。
太陽コーパスによると，この語は，かつては自他同形の動詞として，他動詞
としてはつぎのように用いられた。
(15) 然りと雖も，我教育の一般は，此の戦勝後の結果として，頗る大謄
の婦向を一髪すべきものあるは疑を容れず，【太陽・ 1895.01】
その一方で，他動詞としては，文語では「一変せしむ」，口語では「一変さ
せる」が用いられている。
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(16) 事情は，知らず覺えず，其大罷の婦向を一髪せしめざれば已まざる
可し，【太陽・ 1895.01】
(17) 既に大勝を以て，東洋の局勢を一髪せしめたる以上は，既性の歴史
を忘れて，多年纏綿せる一切の情弊を掃清し，以て學殴人民と輿に更
始せざる可らず。【太陽・ 1895.06】
(18) 将来電波操縦兵器が官用の域に達したならば飛行機に，戦車に或は
艦艇に其の運用法を一髪させ吾人の想像の出来ぬ無類の猛威を振はし
むるに至るだらう。【太陽・ 1925.01】
(19) それと感付くと役人達は，俄然態度を一髪させた。【太陽・
1925.09】
《液化する》
「液化する」は他動詞としては「液化する」「液化させる」の両方が用いられ
ている。世界大百科事典の説明文中でも，両形が見られる。
(20) 空気を液化して液体空気とし， これを精留して酸素，アルゴン，二
酸化炭素などを除き，再び液化して，工業的に大羅につくられている。
【世界・窒素】
(21) 空気のエネルギーをタービン出力に変換し，他の機械の動力源とし
て用いたり， また空気が膨張する際のエンタルピー降下による低温化
を利用して空気を液化させ，その構成成分の酸素，窒素などを分離し
て取り出すために用いられ，後者の場合には膨張タービンともいう。
【憔界• 空気タービン】
(22) またエチレンとかプロピレンのような気体も，加圧することにより
液化し，蒸留による精製を行っている。【担界・蒸留】
(23) 逆に，温度が臨界温度より低ければ，圧力をかけることによって気
体を液化することができる。【世界・気体】
(24) 湿性ガスからの採取法には加圧して液化させる方法とガソリンに吸
収させる方法とがある。【世界・天然ガソリン】
(20) (21) は，「空気」という目的語に対して， (22)-(24) は「加圧」する
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方法に対して，「液化する」「液化させる」が用いられたものであって，両者に
違いはみられない。
岩波国語辞典では他動詞としては，「液化する」はなく，「液化させる」が 1
例見られる。広辞苑では他動詞としては，「液化する」が4例で，「液化させる」
は見られない。現代用語の基礎知識では他動詞としては，「液化する」が2例で，
「液化させる」は見られない。
《温存する》
「温存する」は他動詞としては「温存する」「温存させる」の両方が用いられ
ている。憔界大百科事典の説明文中には，「勢力」を目的語とする文においても，
両形が見られる。
(25) その後，エチオピアが鎖国状態にあったので，教会も勢力を温存し
た。［恨界・キリスト教】
(26) あるいはまた，陸奥国宮城郡山村の郡司太郎のように，新たに入部
してぎた地頭の所務代官となって，在来の土着勢力を温存した人々も
あった。【世界・郡司】
(27) こうして豪族は伝統的勢力を温存しつつ国家機構に吸収された。【世
界•高麗】
(28) 穏健的開化派ともいうべき立場の彼は，政変失敗後の閲氏守旧派政
権のもとでも高位を占め続け，開化派勢力を温存させる結果となった。
［世界・ 金弘集】
また，次のような「休質」を目的語とする文においても，両形が用いられてい
る。
(29) この革命は議会制定法の支配を基本とする立憲君主制を樹立して，
今日のイギリスの政治体制の基礎を固めた点に意義があったが，主権
の座を獲得した議会の民主的な改革は行われず，貴族制的な体質を渥
存することになった。【世界・イギリス】
(30) 表面的には戦前と戦後の婦人会はつながっていないが，実質的には
戦前の体質を温存している会も多かった。【世界・婦人会】
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(31) たしかにこの革命が結局は君主政と国教会を廃止することなく，貴
族政的な体質を温存させることになったのは認めねばならない。【世
界・ピューリタン革命】
(32) したがって，名誉革命が樹立した体制下にあって，議会とくに下院
の占める地位は著しく向上したものの，国王とその大権は否定されず，
また選挙権の拡大などの議会改革は行われず，それが古い貴族寡頭支
配の体質を温存させることになった。【世界• 名誉革命】
岩波国語辞典の説明文中では，他動詞としては，「温存する」「温存させる」は
ともに見られない。広辞苑では，他動詞として，次の「温存する」の 1例があ
る。
(33) 虎の子を殺さずに育てると凶暴な猛虎になってしまうように，後日
の禍根となるものを温存しておくことのたとえ。【広・虎を養いて自
ら患を遣す】
現代用語の基礎知識の説明文中では，他動詞としては，「温存する」が10例で
あり，「温存させる」は見られない。
なお，太陽コーパスでは，「温存」の動詞形は見られない。
《回転する》
「回転する」は他動詞としては「回転する」「回転させる」の両方が用いられ
ている。世界大百科事典の説明文中でも，「円筒」「体」を目的語とする文にお
いて，両形が見られる。
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(34) また，最近は，回転式の水平網状の円筒内に結晶のたねを入れ，ジ
ャケット付きのクリスタライザーを用い， 50℃前後に保温しながら，
円筒を回転し，結晶の成長速度をはやめて短時間で結晶を成長させる
ものができた。【世界• 氷砂糖】
(35) 金属のピンを植えた円筒を回転させ， これで音階音を発する＜し状
金属片をはじいて音楽を奏でる。【世界・オルゴール】
(36) ガラ紡織は，綿繊維の集合体（ラップ）を棒状にして円筒に詰め，
繊維を引き出しながら，円筒を回転させることによって撚りを加えて
字音語サ変動詞の自動詞形と他動詞形（紙谷）
紡糸する。【世界・ガラ紡】
(37) 体重は右足から左足に移しながら， トップの緊張を生かした腕でひ
っぱり下ろして，球を打って（インパクト），一気にフィニッシュま
で体を回転し，クラブを大きくスムーズに振り切る。【世界・ゴルフ】
(38) 体を回転するとき，または落下のとき（耳石からかもしれない）に，
その回転，落下方向に， 目，頭，四肢が急激に動く （これを前庭反射
という）。【世界・姿勢】
(39) 移動するときは繊毛の運動で体を回転させながら泳ぐ。【世界・ゾ
ウリムシ】
(40) 大きな獲物は口でくわえたまま，体を回転させる“ワニのツイスト”
によってねじり切って食べる。【世界・クロコダイル】
岩波国語辞典の説明文中では，他動詞としては，「回転する」はなく，「回転さ
せる」が19例で，すべてである。広辞苑の説明文中では，他動詞としては，「回
転する」は33例，「回転させる」が49例である。現代用語の基礎知識の説明文
中では他動詞としては，「回転する」が1例，「回転させる」が9例である。
なお，太陽コーパスによると，この語は，かつては自他同形の動詞であって，
他動詞としては，つぎのように用いられた。
(41) 博覧會場内工藝舘の陳列品を廻轄するも，機械舘の諸器械を運轄す
るも，ーに疏水の水力電氣なり，【太陽・ 1895.07】
(42) 例へば白痴に木牌中の一物品を記憶せしめんと欲せば，先づ其の物
品を書きたる木牌に電氣を通じて圃盤を廻轄し，記憶せしむべき物品
の名を語りて之れを指さしむ，【太陽・ 1901.07】
このように，この語は自他同形であるが， 自動詞としては「回転す」，他動詞
としては，文語では「回転せしむ」，口語では「回転させる」として用いられ
たようである。
(43) 海水の侵入する河川等の流出口を堰き止め，翠に水門を設け，満潮
のとき之れを一杯に開き，海水を侵入せしめ，後ち閉鎖し，前項の如
き方法を以て水車を廻轄せし立ゑ方もあり【太陽・ 1895.12】
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(44) 又或地方にて同種の柱を地上に樹て，其上嬉に穴を造り，之に同一
種樹の棒を嵌め，別に弓の弦をとりて，横木に巻き付け，激しく前後
に廻轄せしめ，以て穴の周副に火花の散るを引火綿に移す。【太陽・
1901.05】
(45) 第16圃に窺してある軌道は，貰目の無い，而も餘りヒネくれて居ら
ぬブーメラングを，酷く廻韓させながら，第8薗に於ける通りに為て
拗げ出した時に，見るべきものである。【太陽・ 1909.02】
《拡張する》
「拡張する」は通常は他動詞であるが，つぎのように，自動詞としても用いら
れる。世界大百科事典の説明文中には次のように見える。
(46) このようにして左心房に血流がたまると内圧も上昇し，左心室が魃
張する。【世界・心臓拡張】
(47) 胃壁の緊張の消失により急速に胃が拡張し，胃内容を吐出する急性
胃拡張と，幽門狭窄があって胃内容が十二指腸へ排出できなくなり 2
次的に冑が拡張する慢性の胃拡張がある。【世界・胃拡張】
(48) 前漠中期以降，地上の居室と同じような空間を地下につくる意図が
流行し，墓室の空間が拡張する。【世界・柿墓】
「拡張する」は他動詞としては「拡張する」「拡張させる」の両方が用いられ
ている。但界大百科事典の説明文中でも，次のような「血管」を目的語とする
文中で，その両形が用いられている。
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(49) また血管を拡張して，血圧を降下させる作用があるといわれる。【世
界・サンザシ】
(50) その他の作用としては，通常の催眠量の内服によっては顕著な循環
系作用を示さないが，鎮静，催眠時に， 自然睡眼におけると同程度の
軽い血圧下降と徐脈がみられ，末梢血管平滑筋に直接作用して血管を
拡張する。【世界・催眠薬】
(51) ヨヒンビンはヨヒンベ皮中に含まれるアルカロイドであるが，生殖
器末梢の血管を拡張させることと，腰髄の勃起中枢へ作用することに
字音語サ変動詞の自動詞形と他動詞形（紙谷）
よって陰茎の勃起を促す。【世界・強精剤】
(52) 血管を支配して血管の緊張を維持している交感神経系の活性を抑え
ることにより血管を拡張させる薬物，【世界・血圧降下】
岩波国語辞典は，「拡張する」を他動詞としているように，この語は他動詞と
して用いられることが多い。しかし， (46)-(48)のように自動詞として用い
られることもある。広辞苑にも自動詞としてつぎの 2例が見られる。
(53) 種々の病変のため大動脈壁が脆弱化し，部分的に伸展して瘤状に拡
張する病変。【広・大動脈瘤】
(54) 肺胞が拡大して，肺胞壁が萎縮イシュク消失し，肺が持続的に魃~
する状態。【広・肺気腫】
一方，他動詞としては，岩波国語辞典の説明文中では，すべてが「拡張する」
(5例）である。広辞苑では他動詞としては，「拡張する」が24例，「拡張させる」
が1例である。現代用語の基礎知識では，他動詞としては，「拡張する」が9例，
「拡張させる」が2例見られる。この語の場合，他動詞としては，「拡張する」
が優勢である。
なお，太陽コーパスによると，この語は，かつては自他同形の動詞として，
つぎのように用いられた。
(55) 曾て英國の観察者が，獨逸商業の急速なる登展を見て言つたことが
あるが，獨逸は近年商業非常に勃興し，大々的疲展を遂げて，アジア，
アフリカ，南アメリカ等至る所に於て，着々新得意をす存へ，従来闊係
ある他固の商人を押し退けて，己れ自から代つて其の位地を取ると云
ふ有様であるが，斯く近年獨逸の商業が攘張したのは，ギムナシアム
の教育が一大原因をなして，斯様に海外務展を遂げしめたのである。
【太賜 ・1909.08】
(56) 燒却燻は，まだ事業が攘張してゐるといふ程のことでなく，施工技
師も特別の技柄を要するので，構築費はさう安債といふことは出来な
い。【太陽・ 1925.01】
(57) 余の先輩江藤新平氏は，明治の初め司法櫂を撰張して功努ある人な
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り，明治二年にてありき，先公より藩政改革を委任されし時，改革は
士民の別を重んずべしと主張せり。【太陽・ 1895.01】
(58) 然れども我日本が亜細亜の一大帝園として将来世界に雄飛するの地
を為すには，大に其規摸を撒張し，其計鸞を宏遠ならしめざる可から
ず，【太陽・ 1895.01]
その一方で，他動詞としては「拡張せしむ」があわせて用いられたと見られる。
(59) 而して此厘域内にして一旦充賓するに至らば更に談判を開きて之
れを撰張せしむるの道を講じ得べく， また時勢の髪化と彼我双方の利
益に撮りては，全然其内地を開放せしむるの道も之れあるべし，兎に
角事は易きに就いて其賓行を試むべし。【太陽・ 1901.01】
(60) 其後佛圏の統一制度を重んじたる虞より，現時は此制度を駿し，代
ふるに保税倉庫の制度を大に披張せしめたり。【太陽・ 1901.01】
以上にあげた「一変する」「液化する」「温存する」「回転する」「拡張する」は，
自他同形の動詞であるが，そのセル形が他動詞として用いられるようになり，
両形が他動詞として併存するようになった。しかし，セル形が優勢になった結
果，本来の自他同形の他動詞が用いられなくなる場合も生じる。次にあげるも
のは，自他同形の他動詞形が用いられなくなった結果，自動詞とそのセル形が，
現在では自他の対応をなすようになった動詞である。
《安定する》
「安定する」は，岩波国語辞典では自動詞としているが，現在では，それに対
応する他動詞としては「安定させる」が普通である。 (61)-(63) は，「弾道」
を目的語とする他動詞の例である。
(61) その後銃腔にらせん状に溝（腔線という）を刻み，弾丸に回転を
与え弾道を安定させる施条銃（腔線銃）が現れた。【世界・小銃】
(62) ライフルは，発射薬の燃焼ガスの漏れをおさえるとともに，弾丸に
回転を与えて弾道を安定させる役目をする。【世界・ライフル】
しかし，つぎのように，他動詞としての「安定する」の例が見られるが，この
ような用法は現在ではまれである。
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(63) APDSFS弾は，矢状の翼で弾道を安定する方法をとっている非常
に細長い弾丸であるために，滑腔砲身で発射する必要が生じた。【匪
界・滑腔砲】
岩波国語辞典は，「安定する」を自動詞とするが，その説明文中では，他動詞
としては，「安定する」は用いられず，「安定させる」が3例用いられている。
広辞苑では他動詞としては，「安定する」は用いられず，「安定させる」が多数
用いられている。現代用語の基礎知識では他動詞としては，「安定する」が1例，
「安定させる」が18例用いられている。このように，「安定する」は自動詞とし
て用いられ，その他動詞としては「安定させる」が用いられる傾向にある。
太陽コーパスによると，「安定する」は，かつては自他同形の動詞であり，
他動詞としては，つぎのように用いられた。
(64) ロース博士は其試験事業の永遠に綱績する為めに十萬榜の資を安定
旦り。是を以て此有益なる事業は永久に寝滅するの憂なく，憔界の農
學は永久にロサムステットより利益を享くるを得可し。【太陽・
1901.05】
(65) 然しながら國防は，外敵を防禦する軍人の専門的事業ではない。國
家の安泰を保障し，併せて國民自身の生活を安定し，園際平和を支持
する為の，國民的共同事業である。【太陽・ 1925.09】
その一方で，他動詞としては文語で「安定せしむ」が用いられたと見られる。
(66) 然して勢働者が常に生活上の不安を感じてゐる間は，到底よい製品
が出来よう筈はないから努働者の生活を向上安定せしむる事は，我が
厩産業組織の根本問題である。【太陽・ 1925.02】
(67) 犬養は乾兒の安定を見届けてから退隠する積りで，政友會に合併し
たのだと言つて居るが，随分をかしな話だね。乾兒を安定せしむるた
めならば，何故ウソをついて，嫌がる乾兒を政友會に入れなければな
らなかつたか。【太陽・ 1925.05]
なお，「安定化する」は，他動詞としてはつぎのような用例が見られる。
(68) 国際商品協定を締結して一次産品の国際価格を安定化し（ないしは
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引き上げ），発展途上国の輸出収入を保証する（ないしは増加させる）
こと【世界・プレビッシュ報告】
(69) 系列化のための武器として使われているのが株式所有，役員派遣，
融資などだが，これらは同時に親会社（親会社•子会社）と系列会社
との間の取引関係を安定化させることを目的にしている。【世界・ 企
業グループ】
現代用語の基礎知識では他動詞としては，「安定化する」が3例，「安定化させ
る」が9例用いられている。
《一致する》
「一致する」は現在では自動詞とされ，他動詞として用いる場合には「一致さ
せる」の形をとるのが普通である。机界大百科事典には，「一致する」「一致さ
せる」は次のように見える。
(70) 本州以南の暖地の，適度に深いやや湿った土壌のところに多く，ス
ギ林の立地条件とよく一致するため，造林のさいの指標とされること
がある。【世界・イワガネソウ】
(71) 観測と計算を一致させるために，太陽は太陽系の中心からごくわず
か離れたところに位置させられている。【世界・コペルニクス】
また，シム形も一部に見られる。
(72) 前述の複合的な矛盾による重層的危機の進行が，政府首脳の志向を
一致せしめ，反政府運動の弾圧強化策とともに，漸進的廃藩論を急進
的廃藩論へと変化させた。【世界・廃藩置県】
岩波国語辞典では，この語を自動詞としている。その説明文中で，他動詞とし
て用いられているのは， 3例すべてが「一致させる」である。広辞苑では，他
動詞として用いられているのは， 8例すべてが「一致させる」である。そのよ
うに， この語は， 自動詞「一致する」と他動詞「一致させる」が対応するもの
となっている。
太陽コーパスによると， この語は，かつては自他同形の動詞として，つぎの
ように用いられた。
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(73) 前後を通鑑して文例を一致するの類は何故に不都合なるか【太陽・
1901.02】
(74) 即ち貴族院の反封に封して，衆議院を解散するのは無意義であると
云ふことを一致したのだ。【太陽・ 1925.05】
その一方で，他動詞としては，文語「一致せしむ」，口語「一致させる」が用
いられるようになったと見られる。
(75) 而して復た習慣の力能＜國民の精神を一致せしむる所以は，其起原
たる楓民の賓賤身弓行に出づると，之れを連綿綱績し以て國民的性情を
なすに由る，【太陽・ 1895.08】
(76) 而して此種新聞の効力は，園民的生命を一致せしめ調和せしむるに
在りとす。【太陽・ 1901.04]
(77) 『何んですか知りませんが，家のが受持つて居ますのは，カキクケ
コの力の字とキの字の部ださうでして，それも皆，専門の大家方から
廻つて来ます原稿を見て，文閻を一致させます他に．ちよいちよいし
た材料は，自分で調べるんださうでして，（略）』【太陽・ 1909.11】
《一定する》
「一定する」は他動詞としては「一定させる」の形で用いられるのが普通であ
る。世界大百科事典には，「一定させるJは次の一例が見られる。
(78) また，歌枕ば情緒の固定とともに，竜田は紅葉，吉野は桜というよ
うに，その景物まで一定させてくる。【世界・歌枕】
これに対して，つぎのように，他動詞としての「一定する」の例が見えるが，
このような用法は現在ではまれである。
(79) 当時中国には笑隠大辻という禅僧が出て，禅四六の作法を一定し，
これを〈蒲室疏法〉と称したが中巌円月，絶海中津はこの法を体得
した。【惟界・漢詩文】
(80) 名称は1716年（享保 1) に幕府が公称を一定したが，民間では中山
道を中仙道，木曾街（海）道といい，甲州道中を甲州街道ということ
も慣用された。【世界• 五街道】
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岩波国語辞典では，「一定する」は， 自他同形とするが，説明文中では，他動
詞として「一定する」「一定させる」のいずれの形も見えない。一方，広辞苑
の説明文中では，他動詞としての「一定する」は見えず，「一定させる」が次
のように2例見える。
(81) 小枠などに繰った糸をさらに他の小枠に繰り返し，その張りの力を
一定させること。【広• 巻返し】
(82) 安定させる。一定させる。【広・定める】
この語は，現在では，他動詞としては，セル形をとることが普通になっている
ようである。なお，現代用語の基礎知識には他動詞の用例は見えない。
この語は，太陽コーパスによると，かつては自他同形の動詞として，つぎの
ように用いられた。
(83) 吾人の同志に於ては夙に其の意見を一定し，一萬噸の甲鐵艦六隻と，
之に副ふ所の巡航艦及水雷艦等合せて十萬噸を新造し，現在戦闘に堪
ふる軍艦五萬噸餘を之に加へ，凡十五萬噸の軍艦を備ふべしと断言し
たり，【太陽・ 1895.02】
(84) 國家今日の最大急務は國是の所在を一定するに在り【太陽・
1895.05】
その一方で，他動詞としては「一定せしむ」が用いられたと見られる。
(85) 他の賃銀及物債は非常に騰貴し，螢業上の費用は如何に増加するに
闊せず，賃銀は増さしめず，また其の利益の多寡に闊せず賃銀率を二
定せしめんとするが如きは，｛里俗の所謂杓子定規の甚だしきものにあ
らずや。【太陽・ 1901.02】
しかし，太陽コーパスには，この口語体のセル形の例は見出せない。
以上の「安定する」「一致する」「一定する」は，本来， 自他同形の語であっ
たが，他動詞として新たに自動詞のセル形が用いられるようになり，それが優
勢になったために，自他同形の他動詞形が衰えてしまったものである。その結
果，自動詞とそのセル形が，現在では自他の対応をなすようになっている。
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第6章 (il)類の字音語サ変動詞
これは，字音語からなるサ変動詞であって，自動詞としてのみ用いられ，そ
れに対応する他動詞をもたなかったものが，他動詞として自動詞のセル形をと
るようになった語である。
太陽コーパスにおいても， このような語のうちには， 自動詞と同形の他動詞
の例が見られないものもある。おそらく，そのような他動詞をとることなく，
他動詞としては，自動詞が，文語ではシム形，口語ではセル形をとることによ
って表されたものであろう。
《急増する》
この語は， 自動詞としては「急増する」，他動詞としては「急増させる」が
用いられ，他動詞として「急増する」が用いられることはないようである。世
界大百科事典の説明文中では，つぎのように用いられている。
(1) 戦後ほとんどの農家は自作農となったが，農業と他産菓との所得格
差は依然大きく， 1960年ころから世帯主や跡継ぎを主とする出稼ぎが
急増した。【世界• 秋田県】
(2) 産油国の不動産投資もまずこの国に集中して都市景観を一新させた
し，近代的な高層住宅や大ホテルなどを急増させた。【世界・レバノン】
岩波国語辞典では「急増する」を自動詞としている。現代用語の基礎知識でも，
他動詞としては，「急増する」はなく，すべてが「急増させる」の形をとって
いる。なお，この語は太陽コーパスには見られない。
《再燃する》
この語は， 自動詞としては「再燃する」，他動詞としては「再燃させる」が
用いられることが多い。世界大百科事典の説明文中では，つぎのように両形が
用いられている。
(3) 18年シモン• ド・モンフォールの戦死を機に現地勢力の反抗が再燃
し，十字軍は苦境に陥った。【憔界・アルビジョア十字軍】
(4) この政策も長期的なインフレ抑制を達成することができず，超高率
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インフレを再燃させてしまった。【世界・ アルゼンチン】
(5) しかし，このような自主管理は所得柊差の拡大をもたらして社会的
不満を醸成し，またユーゴスラビアにとり最も警戒すべき民族的対立
感情を再燃させた。【世界・ユーゴスラビア】
「再燃する」は，他動詞として用いられることはなく，岩波国語辞典では，こ
れを自動詞としている。
太陽コーパスにおいては他動詞としての「再燃する」は見えず，文語「再
燃せしむ」，口語「再燃させる」が用いられている。
(6) 但しは人心を動揺せしむるを慮りての故か，彼の前段に開陳したる
私婚の案件を再燃せしめ，（略）【太陽・ 1895.02】
(7) 大老が開港論者であつたか否かを論ずるのは，歴史的研究として許
すべきであるが，彼れに封する昔日の感情を今更再燃させて，兎や角
と銅像にケチを附けるのは，それこそ武士らしく無い話だ。【太陽・
1909.11】
《進歩する》
この語は， 自動詞としては「進歩する」，他動詞としては「進歩させる」が
用いられることが多い。世界大百科事典の説明文中では，つぎのように両形が
用いられている。
(8) これまでに生物学の関連領域で発達した研究手法をいろいろとり入
れて遺伝学が進歩してきた。【世界・遣伝学】
(9) しかし変文は幼椎な文学であったし，語録の流行は口頭語を記録す
る技術を進歩させたものの，直接に文学の母体とはならなかった。【世
界•中国文学】
(10) 石器のもっていた硬いという機能と土器をつくる手法を進歩させて
生みだされたものであり，石と土という対照的な非金属無機質素材の
特徴を優性遺伝的に受け継いだものといえる。【世界・ニューセラミ
ックス】
岩波国語辞典の説明文中では，他動詞としての用例は見られない。また，広辞
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苑の説明文中では，他動詞としての用法はすべて「進歩させる」 (3例）である。
この語の自他同形の用法は，太陽コーパスには見られない。早くから自動詞
としては「進歩す」，他動詞としては，文語「進歩せしむ」，口語「進歩させる」
に分かれていたようである。
(11) 是れ登に記者一己の願ならんや，賓に我園の工業を進歩せしむるの
微意なり，【太陽・ 1895.02】
(12) 所詮は教育を普及して社會の嗜好を進歩せしむるに在るのみ，【太
腐｝・ 1895.04】
(13) 故に工業を進歩させるには色々研究を要することであらうと思ふ，
【太腸 ・1895.02】
(14) 殊に獨逸に於ては相常の醤者が，あり餘つて居るから，勢ひ他の方
面に陵展しなければならぬといふ，社會的闊係上，其れ等が瑞西に入
り込んでくるから幾分か同國の醤學を進歩させたかも知れぬ。【太陽・
1909.11】
《停滞する》
この語は，自動詞としては「停滞する」，他動詞としては「停滞させる」が
用いられることが多い。世界大百科事典の説明文中では，つぎのように両形が
用いられている。
(15) しかし73年の石油ショック後，造船業の構造不況の影響を受け市勢
は停滞している。【世界• 相生市】
(16) しかし，外国からの多額の援助は弊害が多いとして， 63年から自力
更生の経済政策を打ち出したものの，自力更生策は経済の実情を無視
した路線であり，経済を停滞させ，財政危機を招き， 69年には経済自
由化政策へ転換した。【世界・カンボジア】
(17) 〈ラティフォンド〉と呼ばれる大土地所有の発展は日雇農業労働者
〈ブラッチャンティ〉の大群を生み出す反面，自営農民の成長を阻み，
これが経済を停滞させる結呆になった。【世界・シチリア王国】
岩波国語辞典では，この語を自動詞としている。広辞苑では，自動詞としての
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「停滞する」と他動詞としての「停滞させる」 (1例）が対応している。現代用
語の基礎知識では，他動詞としては， 4例すべてが「停滞させる」である。
太陽コーパスによると， 自動詞としては「停滞す」であり，他動詞としては，
文語「停滞せしむ」，口語「停滞させる」が用いられるようになったと見られる。
(18) 下水瓦斯は，汚物を下水中に停滞せしむるより生ずるものにして蒸
登の結果直に空氣に混清するものなるを以て，汚物を停濡せしめざる
様に注意し，常に適嘗の消毒法を行ふべし，【太陽・ 1901.12】
(19) 努銀を引上げよ，又支彿を停滞さすな。【太陽・ 1925.05]
7 おわりに
本稿では，字音語からなるサ変動詞の自他についてみた。このような字音語
サ変動詞は，本来自他同形であったと見られるが，それがつぎの (I)-(ill)
のような変化をとげたと見られる。
(I) 自他同形で， 自動詞• 他動詞の対応を示す語。他動詞形として，ほか
にセル形をとることはない。
(II) 自他同形で自動詞• 他動詞の対応を示すが，そのほかに，他動詞とし
てそのセル形をとることのできる語。それらのうちにはセル形が優勢になっ
たため， 自他同形の他動詞が衰退したものがある。
(il)字音語サ変動詞のうち，通常は自動詞としてのみ用いられるが，他動
詞としてそのセル形をとるようになった語。
このような傾向は，現在も続いており， (II) (il)に見られるセル形が優勢
になっている。
特に，本来他動詞を欠き， もっぱら自動詞として用いられてきた語は，セル
形をとることによって他動詞に相当するものとなったと見られる。
本稿では，それぞれの場合について，ごく少数の動詞しか掲載できなかった。
また，現在，それらの動詞がWebサイト上で実際にはどのように使われてい
るかについても論じることができなかった。いずれも，今後の課題としたい。
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